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米
国
・
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
で
美
術

学
を
指
導
し
、
鋳
物
彫
刻
家
と
し

て
も
活
躍
す
る
、
ウ
ェ
イ
ン
・
ポ

ト
ラ
ツ
教
授
が
、
日
本
刀
保
た
た

ら
で
の
操
業
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
教
授
は
、
芸
術
作
品
を
制
作

す
る
材
料
と
し
て
、
玉
鋼
に
魅
せ

ら
れ
、
平
成
十
三
年
に
日
刀
保
た

た
ら
で
木
原
村
下
よ
り
技
術
指
導

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
　

　
そ
の
後
、
木
原
さ
ん
も
平
成
十

六
年
に
招
請
を
受
け
渡
米
。
芸
術

家
や
鉄
の
研
究
者
を
対
象
に
、
講

演
や
実
習
指
導
、
公
開
研
修
を
行

い
、
そ
の
後
も
交
流
を
深
め
て
き

ま
し
た
。

　
今
回
初
め
て
日
刀
保
で
の
操
業

を
見
学
さ
れ
た
ポ
ト
ラ
ツ
教
授
は
、

「
燃
え
盛
る
炎
が
印
象
的
で
、
こ

の
中
か
ら
世
界
一
の
玉
鋼
が
生
ま

れ
る
」
と
感
慨
深
げ
に
燃
え
盛
る

炎
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　
木
原
さ
ん
は
「
洋
鉄
と
は
違
う

純
度
の
高
い
、
粘
り
強
く
美
し
い

日
本
の
鉄
づ
く
り
の
文
化
と
、
先

人
の
偉
大
さ
を
米
国
の
人
に
も
知

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

ト
ン

キ
ロ

ト
ン

ト
ン

▲燃え盛る炉に砂鉄を投入する木原さん

▲中村館長から指導を受けながら作業に取り組む児童

▲ポトラツ教授（左）と
　木原さん（右）

日
刀
保
で
操
業

日
刀
保
で
操
業

　
今
年
で
七
回
目
と
な
る
亀
嵩
小

学
校
五
・
六
年
生
を
対
象
と
し
た

「
子
供
料
理
教
室
」
が
二
月
十
日
、

一
味
同
心
塾
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
料
理
研
究
家
で
同

館
長
の
中
村
成
子
さ
ん
か
ら
、
仁

多
米
が
水
や
土
壌
な
ど
豊
か
な
自

然
に
育
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し

て
先
人
の
知
恵
と
工
夫
に
よ
っ
て

守
り
継
が
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
説

明
が
あ
り
、
児
童
た
ち
は
興
味
深

く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
児
童
た
ち
は
、
中
村

館
長
か
ら
「
食
材
を
し
っ
か
り
吟

味
し
、
素
材
の
味
を
活
か
す
こ
と
。

料
理
に
工
夫
を
加
え
る
こ
と
で
さ

ら
に
お
い
し
く
な
る
」
な
ど
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
人
参
と

玄
米
の
ス
ー
プ
や
牛
肉
の
豆
腐
ハ

ン
バ
ー
グ
作
り
な
ど
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　
児
童
か
ら
は
「
自
然
の
中
に
私

た
ち
の
命
が
生
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
良
く
わ
か
っ
た
。
食
材
や
料

理
の
こ
と
を
教
わ
り
、
家
の
人
に

も
伝
え
た
い
」
な
ど
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
の
料
理
教
室
を
通
し
て
、
自

然
の
恵
み
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

ふ
る
さ
と
の
良
さ
、
「
食
」
と
命

の
深
い
結
び
付
き
に
つ
い
て
考
え

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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▲
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第
四
十
七
回
全
国
中
学
校
ス
キ

ー
大
会
に
出
場
す
る
安
部
万
里
さ

ん
（
横
田
中
三
年
）
の
激
励
式
が

一
月
二
十
八
日
、
役
場
仁
多
庁
舎

で
行
わ
れ
、
井
上
町
長
か
ら
激
励

金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
井
上
町
長
か
ら
「
全
国
か
ら
強

豪
が
集
ま
る
大
会
。
果
敢
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
、
よ
い
滑
り
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
安
部
さ
ん
か
ら

「
今
回
で
三
回
目
の
出
場
と
な
る

が
、
中
学
校
最
後
の
大
会
と
な
る

の
で
、
強
い
気
持
ち
で
滑
り
、
悔

い
の
残
ら
な
い
大
会
に
し
た
い
」

と
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
二
月
三
日
か
ら
六
日

ま
で
、
岩
手
県
八
幡
平
市
で
開
催

さ
れ
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
の
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
、
ス
ラ
ロ
ー

ム
の
二
種
目
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
広
島
県
へ
島
根
の
魅
力
を
紹
介

す
る
「
島
根
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
２

０
１
０
」
が
一
月
二
十
三
日
、
二

十
四
日
の
二
日
間
、
広
島
市
中
区

の
県
立
総
合
体
育
館
な
ど
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
フ
ェ
ア
は
、
過
去
十
三

年
間
で
最
高
の
人
出
と
な
る
、
延

べ
十
八
万
六
千
人
を
記
録
し
、
両

日
と
も
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
特
に
、
屋
外
の
屋
台
村
で
は
、

奥
出
雲
和
牛
の
焼
肉
コ
ー
ナ
ー
や

手
打
ち
そ
ば
が
好
評
で
長
い
行
列

が
で
き
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
の
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
「
奥
出
雲
神
代
神
楽
」
に

よ
る
神
楽
が
上
演
さ
れ
、
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
奥
出
雲
町
か
ら
は
椎
茸
や
舞
茸

な
ど
の
特
産
品
を
は
じ
め
、
も
ち
、

酒
、
和
菓
子
な
ど
六
団
体
が
参
加

し
、
二
日
間
で
奥
出
雲
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
一
月
十
七
日
、
第
四
十
三
回
陰

陽
三
井
野
原
ス
キ
ー
大
会
兼
仁
多

郡
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
、
第
四
十

回
仁
多
郡
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
が

三
井
野
原
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
晴
天
の
下
、
選
手
た
ち
は
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま

し
た
。

大
会
結
果

ス
ラ
ロ
ー
ム
の
部

【
小
学
校
女
子
】

　
一
位
　
長
谷
川
美
優
（
三
成
小
）

【
小
学
校
男
子
】

　
一
位
　
安
部
　
大
河
（
横
田
小
）

【
中
学
女
子
】

　
一
位
　
安
部
　
万
里
（
横
田
中
）

【
中
学
男
子
】

　
一
位
　
松
崎
　
弘
季
（
横
田
中
）

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
部

【
中
学
女
子
】

　
一
位
　
安
部
　
真
慧
（
仁
多
中
）

【
中
学
男
子
】

　
一
位
　
片
寄
　
裕
也
（
横
田
中
）

過
去
最
高
の
来
場
者

　
昭
和
二
十
四
年
の
法
隆
寺
金
堂

の
壁
画
が
消
失
し
た
の
を
契
機
と

す
る
文
化
財
防
火
指
導
が
、
全
国

各
地
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
で
は
一
月
二
十
七
日
、
県

指
定
有
形
文
化
財
な
ど
を
収
蔵
し

て
い
る
絲
原
記
念
館
や
蔭
凉
寺
、

櫻
井
家
住
宅
で
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
消
防
署
員
を
は
じ

め
、
県
の
文
化
財
担
当
者
や
町
の

教
育
委
員
会
職
員
が
消
防
器
具
や

火
災
報
知
機
な
ど
の
設
備
に
異

常
が
な
い
か
点
検
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
も
、
文
化
財
愛
護
や

防
災
意
識
を
高
め
、
貴
重
な
文

化
財
を

後
生
に

伝
え
て

い
き
ま

し
ょ
う
。


